












  Virgilio, pur non essendo napoletano, ne divenne un rappresentante di relievo tramite i 
suoi soggiorni nella città partenopea e le Georgiche. Nell’ alto Medioevo all’epiteto di “sommo 
poeta” se ne aggiunge un altro, quello di “Mago”, benigno a Napoli: “levò le sanguisuche da 
l’acqua”, costruì “un cavallo di metallo per guarire li cavalli infirmi”, provedette alle “carne che 
non puzzassero”, “consacrò lo ovo allo Castello de l’Ovo” ecc.
  La Cronaca di Partenope, raccolta delle storie di Napoli dalla sua fondazione fino all’epoca 
angioina scritte nel periodo fra il 1326 e il 1343, ci tramanda le più antiche leggende di Virgilio-
Mago raccolte nella capitale del Regno. Ad una sua attenta rilettura ci sorprende come le carat-
teristiche linguistiche e l’immagine caotica della città non siano così differenti da quelle attuali, 
nonostante la mole di tempo passata. Dall’opera si evince chiaramente che Virgilio, più che 
















































1245年に書かれた百科全書的な『世界の鑑 Image du Monde』，数か国語に翻訳され，当時のヨー
































   1－16 ナポリの起源からローマの植民都市となるまで
   17－33 ウェルギリウスの魔術師伝説
   34－50 キリスト教の聖人伝説（聖ペトロ，聖アスプレーノ，聖ジェンナーロ等）
   51－57 ゴート人，サラセン人との戦い
   58－62 ロベルト・イル・グイスカルド（前ノルマン時代）
  第二部
   1－3 ルッジェーロ二世（ノルマン時代）
   4－8 フェデリコ二世をはじめとするホーエンシュタウフェン朝
   9－15 カルロ一世，二世（アンジュー時代）
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1）  現在ではこのタイトルで知られているが，1526年および 1680年の刊本では Chroniche de la 














7）  ウェルギリウス『農耕詩』第 4歌末尾の表現だが，原文とは多少異なる。原文を日本語訳で紹
介しておくと「そのころに，私ウェルギリウスは，麗しきパルテノペの地に養われて，／名も
ない平和の営みを，心ゆくまで楽しんでいた」。（ウェルギリウス・2004）











12）  実際は「第三書簡」ではなく，「ルクッルスに宛てた倫理書簡集」の 57番目にあたる。原文で
は「アルフェ」にあたる言葉は見られない。
13）  現在では「卵城 Castel dell’Ovo」と呼ばれる城塞についての伝承。ウェルギリウスによって，
城の基礎部分に卵が設置され，その卵が壊れるようなことがあれば，都市ナポリが崩壊すると
いう伝承もあり，現在ではその方が広く伝えられている。だが中世の伝説においては，都市の
崩壊は，都市の完全なミニチュア模型を入れたガラスの瓶に帰されていて，おそらくは時代が
下るにしたがって，その二つの伝承が混同されて伝わったかと思われる。
14）  ティルベリーのジャーヴァスの『皇帝の閑暇』を指しているが，彼が聖別された事実はない。

